
  

 

 

 

 

   

 

 ４月
がつ

１７日
にち

(木
もく

)に全国
ぜんこく

の中学
ちゅうがく

３年生
ねんせい

対象
たいしょう

に行
おこな

われた「全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状況
じょうきょう

調査
ちょうさ

（国語
こ く ご

・数学
すうがく

）」

の結果
け っ か

についてお知
し

らせします。後日
ご じ つ

、個人票
こじんひょう

は配布
は い ふ

されますので、それぞれの教科
きょうか

の領域
りょういき

等
とう

に

関
かん

する全体的
ぜんたいてき

な傾向
けいこう

をお知
し

らせします。 

 

 

 

  

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語は、全国平均
へいきん

を0.7ポイント、県
けん

平均を１ポイント上回
うわまわ

る結果
け っ か

となりました。課題
か だ い

（正答率
せいとうりつ

が

低
ひく

かった問題
もんだい

）は、「話
はな

すこと・聞
き

くこと」に関
かん

する問題で、問題文
ぶん

の中
なか

で発表
はっぴょう

のまとめの内容
ないよう

をよ

 小郡市立小郡中学校     令和７年 9月 1日 

 小郡中学校だより  第２４４号 

                 校長 山本 拓 

全国学力・学習状況調査について① 【全国学力調査】 

【全国学力調査の目的】 
  義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分

析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実

や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、 教育に関する継続的な検証改善サイクル

を確立する。  

【全国学力調査の内容（中学校）】 

①  教科に関する調査（中学校第３学年を対象とし、調査教科は国語、数学、理科は CBT調査…タブレッ

ト） 

    出題内容は次の(ア)と(イ)を一体的に問うもの。 

    (ア)身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可であ

り常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

    (イ)知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し、評 

価・改善する力等 

  ②質問紙調査   学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施                                      

学力調査の結果〈国語〉 



り分
わ

かりやすく伝
つた

えるためのスライドの工夫
く ふ う

について、相手
あ い て

に

どのような助言
じょげん

をするか、自分
じ ぶ ん

の考
かんが

えを書
か

くもの。また、「書く

こと」に関する問題で、問題中のちらしの読
よ

み手
て

に向
む

けて、

今年
こ と し

の美術展
びじゅつてん

の工夫について伝
つた

える文章
しょう

を書くものでした。

「話すこと・聞くこと」については、自分
じ ぶ ん

の考えが伝わる文章に

なるように、根拠
こんきょ

を明確
めいかく

にして書くことができる力
ちから

が必要
ひつよう

で、

「書くこと」については、資料
しり ょう

等
など

を用
もち

いて、自分の考えが分かり

やすく伝わるように文章での表現
ひょうげん

を工夫
く ふ う

する力が必要です。 

授業
じゅぎょう

や家庭
か て い

学習
がくしゅう

の中で、感
かん

じたことや考えたことを「自分の言葉で書く」機会
き か い

を大切にしていく

必要があります。授業のノート、振
ふ

り返
がえ

りの記述
きじゅつ

、感想
かんそう

文
ぶん

、主張
しゅちょう

文、生活
せいかつ

ノートなど、自分で考えた

言葉でたくさん表現していくことにより力を伸
の

ばしていきましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学
すうがく

については、全国平均を６．７ポイント、県平均を８ポイン

トとかなり高
たか

く正答率
せいとうりつ

を上回る結果となりました。２年生での授

業を中
ちゅう

心
しん

に地道
じ み ち

に取り組んできた成果
せ い か

であると思
おも

っています。

課題（正答率が低かった問題）は、数
かず

と式
しき

の「３ｎと３ｎ＋３の和
わ

を２（３ｎ＋１）＋１と表
あらわ

した式から、連続
れんぞく

する二つの３の倍
ばい

数の

和がどんな数であるかを説明
せつめい

する」思考
し こ う

・判断
はんだん

・表現
ひょうげん

の力をみ

る問題です。この問題を解
と

くには、式の意味
い み

を読
よ

み取
と

り、成
な

り立
た

つ事柄
ことがら

を見
み

いだし、数学的
てき

な表現
ひょうげん

を用いて説明することができ 

る力が必要です。 

数学での説明する力をつけていくためには、計算
けいさん

だけでなく、「なぜそうなるのか」「どう考えた

のか」を言葉
こ と ば

や式で表
あらわ

す練習を積
つ

み重
かさ

ねることが大切です。授業や家庭学習では、答
こた

えを書く

だけでなく、「考えの道筋
みちすじ

」を意識
い し き

して説明や式を書いていくことや本時
ほ ん じ

の振り返りの記述で内容
ないよう

を具体的
ぐ た い て き

に書いていくことで数学の力は確実
かくじつ

に伸
の

びていくと言
い

われています。 

※全国・学力学習状況調査は、理科
り か

もCBT（タブレットでの解答
かいとう

形式
けいしき

）で行われました。そのため

に理科については、結果の形式
けいしき

が大
おお

きく異
こと

なるために今回
こんかい

は、載
の

せておりませんのでご了承
りょうしょう

くだ

さい。                                                                                

学力調査の結果〈数学〉 


